
上下水道局上下水道局からのからのお知らせお知らせ

問上下水道局総務課☎871・1191

（用語説明）　�損益計算書は１年間にどれだけの利益または損失が生じたかを表したものです。貸借対照表は年度末の財政状態を示したもので、
事業運営で得た「資産」、事業運営のために必要とした借入金などの「負債」、事業運営における元手を意味する「資本」で構成されて
います。
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収入計
2,215,996千円 － 2,081,827千円 ＝

支出計
134,169千円
純利益

損益計算書
（令和3年4月1日～令和4年3月31日） （令和4年3月31日）

収入
2,215,996

支出
2,081,827

（単位：千円） （単位：千円）

給水収益
2,014,276

（90.90%）

加入金
46,060

（2.08%） 資本金
7,903,492

（58.31%）

負債
4,532,892

（33.45%）

剰余金
1,116,525
（8.24%）

固定資産
10,417,982
（76.87%）

流動資産
3,134,927

（23.13%）

その他収益
88,969

（4.01%）

長期
前受金
戻入

63,184
（2.85%）

純利益
134,169

受水費
937,890

（45.05%）

物件費
449,899

（21.61%）

減価
償却費等
440,731

(21.17％)

企業債利息
37,553

（1.81%）

受取利息
3,507

（0.16%）

人件費
215,754（10.36%）

水道事業業務表（令和3年４月１日～令和4年３月３１日）
令和3年度 前年度比

給水人口 118,139人 △1,235人
給水戸数 ５７,550戸 63戸
普及率 ９９.９％ －
配水量 12,975,669㎥ △272，310㎥

　令和3年度は、収入の合計が前年度比4.1㌫増の22億
1,600万円となり、支出の合計が前年度比1.4㌫増の２０億
8,183万円となりました。これにより、令和3年度決算は１
億3,417万円の純利益を計上することとなりました。
　建設改良事業では、平成３０年度から重要拠点配水管路耐
震事業に取り組んでおり、令和3年度は1,871㍍の更新を
行いました。
　今後も、より一層の効率化と経費節減などを図り、市民
の皆さんへの安定給水の推進に努めてまいります。

水道事業の業務状況

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

70,000,000

60,000,000

40,000,000

貸借対照表

資産
56,490,305

負債・資本
56,490,305

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000
50,000,000

4,000,000

収入計
3,551,772千円 － 3,430,718千円 ＝

支出計
121,054千円
純利益

損益計算書
（令和3年4月1日～令和4年3月31日） （令和4年3月31日）

収入
3,551,772

支出
3,430,718

（単位：千円） （単位：千円）

下水道
使用料

1,446,531
（40.73%）

他会計
負担金
44,995

（1.27%）

資本金
16,290,881
（28.84%）

負債
36,548,142
（64.70%）

剰余金
3,651,282
（6.46%）

固定資産
55,232,547
（97.77%）

流動資産
1,257,758
（2.23%）

その他収益
49,875（1.40%）

長期前受金
戻入

562,954
（15.85%）

純利益
121,054

流域下水道
管理費
727,151

（21.20%）

雨水処理
負担金

1,447,417
（40.75%） 減価償却費

2,025,421
（59.04%）

企業債利息
390,189

(11.37％)

その他支出
287,957（8.39%）
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　令和3年度は、収入の合計が前年度比0.6㌫減の35億
5,177万円となり、支出の合計が前年度比0.9㌫減の34億
3,072万円となりました。これにより、令和3年度決算は
1億2,105万円の純利益を計上することとなりました。
　負債のうち主なものは企業債（下水道管や施設の整備を
行う資金として国などから借り入れるお金）ですが、令和
3年度は返済の結果、企業債残高が17億8,024万円の減と
なりました。
　下水道事業では一層の経営合理化を図りながら、施設の
老朽化対策、耐震化、浸水被害軽減に取り組んでまいります。

下水道事業業務表（令和3年4月1日～令和4年3月31日）
令和3年度 前年度比

処理区域内人口 116,900人 △1,049人
普及率 99.16％ 0.15％
管渠総延長 318,151.58m 824.52m
公共下水道
実処理面積 1,202.68ha 0.97ha

※管渠総延長は受贈され、維持管理を行っているものを含む

下水道事業の業務状況
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5月14日・15日

5月18日

２年ぶりの開催！

　日頃から公民館で活動している人たちに
よる、舞台の披露や作品の展示・販売などの
催し。舞台発表や、ギャラリーにもすてき
な作品が並び、コロナ禍で工夫して練習し
てきた成果が見られ、久々の開催ににぎわ
いをみせていました。

大東市立公民館ふれあいまつり
（サーティホール）

ツボ押しで若返る？

　「５歳若返る」をテーマとしたツボ講座。講師
の指導で、つま先から頭まで全身のツボを刺激し
ます。参加者は的確にツ
ボを押すことで、体が軽
くなり動きがスムーズに
なったと効果を実感して
いました。

５歳若返り健康ツボ講座
（いいもりぷらざ）

▲かわいらしい
　組み木の
　販売コーナー

▲ピアノハーモニーの様子

▲頭のツボ押しの様子

一人ひとりに丁寧な指導▶

▲皆さん真剣に取り
　組んでいます

▲市ホームページにも
　掲載中！

取材：市民レポーター　竹重稔也

▲絵画、書道、写真、生け花、俳句
　などのすてきな作品

取材：市民レポーター　森川安生

5月29日

苔
こけ
と遊ぼう！苔テラリウムづくり

（市立公民館）

自然を大切に！

　容器に赤土を敷き、山や滝を作った後は数種
類の苔を敷いたり挿したりして、最後に好きな
フィギュアを入れて完成です。苔に癒やされ
る人、苔の生態に驚く人、講師のお話から地球
温暖化について考える人など、受講生はそれぞ
れの感性で講座を楽しんでいるようでした。

▲苔おじさんこと、
　講師の泉原一弥さん

▼一人ずつに用意
　された苔セット

▲選べるフィギュア。どれにしようかな

◀自分で作るとより一層
愛着がわきます！

仮死状態の苔が
生き返る動画は

こちら▶
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